	映像教材活用プログラム①（50～80分程度）
	乳幼児・食育（偏食など）・運動不足
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	媒体
	ＶＨＳ

	
	時間
	15分

	
	整理番号
	S00501

	本プログラムのねらい
	期待される効果

	○日頃の食生活等を振り返り、食事やおやつなどの与え方のポイントなどを知る。
○偏食をなくすための方法などについて、他の保護者と情報交換する。
	子供の偏食について無関心であったり、あきらめていたりする保護者が、食生活に関心を持ち、工夫の見通しを持つことができるようになる。

	

	活動の主な流れ（映像教材の内容）
	運営上の留意点

	１　ビデオの視聴前に、すごろくシート（食育編）を使って、食に関する話題で話し合う。（１５分～３０分）
 (
（例）今回は、食生活をテーマにして考え合いたいと思います。まずは、このシートを
使って「すごろくトーク」でふだんの食生活を振り返ってみましょう。
)
	・４～５人のグループに１枚（A３版）のすごろくシート（食育編）を配布しておく。
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	２　ビデオを視聴する。（１５分）
 (
（例）
ビデオを見た後で、感想を話し合います。印象に残った言葉などがあれば、
　　　ワークシートにメモをしていきましょう。
)


【ビデオの概要】
○オープニング（司会と講師による対談形式）
○乳児肥満と幼児肥満の違いについて
　・母子健康手帳の活用について
○食事で気をつけること
　・なるべく手作りで　など
○おやつについて
　・与え方　など
○エネルギー過剰にならないために
○運動不足について
　・遊びや体を動かすためのポイント　など
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 (
実物投影機があれば、参加者と同じワークシートを使って、ビデオに合わせてメモをしていく様子を投影させるとよい。なくても、黒板等に板書することで、メモをしながら視聴する姿が期待できる。
) (
食事で気をつけること
・
おやつについて
・
エネルギー過剰にならないために
・
運動不足について
などの
カードを、ビデオに合わせて黒板等に掲示しておくと、後の話し合いに役立つ。
)

	３　ビデオ視聴後の感想を交流する。（２０分～３５分）
　・グループごとに印象に残った言葉などを述べ合う
 (
（話し合いを深める言葉かけの例）
・短時間でできる手作り和食料理のおすすめは、どんなものがありますか？　
・体を使う簡単な家事には、ビデオで紹介されていたお手伝いの他にどんなものが考えられますか？
)


	
「エンディングプログラム」参照
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